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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第２区分
【発行日】平成27年7月9日(2015.7.9)

【公表番号】特表2014-523997(P2014-523997A)
【公表日】平成26年9月18日(2014.9.18)
【年通号数】公開・登録公報2014-050
【出願番号】特願2014-510808(P2014-510808)
【国際特許分類】
   Ｆ１７Ｄ   1/18     (2006.01)
   Ｆ１６Ｌ  53/00     (2006.01)
   Ｆ２４Ｊ   2/14     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ１７Ｄ    1/18     　　　　
   Ｆ１６Ｌ   53/00     　　　Ｃ
   Ｆ２４Ｊ    2/14     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成27年5月13日(2015.5.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　溶融塩を送る管路であって、発生する温度に対して安定な管壁を備え、前記管路（５）
の内部に加熱のための発熱導体（２１）が案内されており、該発熱導体（２１）は、好ま
しくは前記管路（５）の内壁に当接しておらず、前記発熱導体（２１）は、任意の横断面
を有する管（６９）又は通路の形態で形成されており、該管又は通路の壁に開口が形成さ
れているか、又は前記発熱導体（２１）は、環状の編物（６５）又は織物として形成され
ているか、又は前記発熱導体（２１）は、軸方向で延在する少なくとも１つのＵ形又はＶ
形の凹部（７１）を有することを特徴とする、溶融塩を送る管路。
【請求項２】
　前記発熱導体（２１）は、前記管路（５）内に中心から外れて配置されており、管区分
が最大で４５°の勾配で延びているとき、前記発熱導体（２１）の下方への間隔は、上方
への間隔より大きい、請求項１記載の管路。
【請求項３】
　前記発熱導体（２１）は、前記管路（５）が４５°より大きな勾配を有するとき、前記
管路（５）内の中心に配置されている、請求項１記載の管路。
【請求項４】
　前記発熱導体（２１）は、溶融塩が貫流する前記管路（５）内に設けられたアイ（２９
）内を案内されている、請求項１から３までのいずれか１項記載の管路。
【請求項５】
　前記発熱導体（２１）に絶縁体（３３）が取り付けられており、前記発熱導体（２１）
は、前記絶縁体（３３）により前記アイ（２９）内に取り付けられている、請求項４記載
の管路。
【請求項６】
　前記発熱導体（２１）は、弾性的なスペーサにより前記管路（５）の内部に取り付けら
れている、請求項１から３までのいずれか１項記載の管路。
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【請求項７】
　前記発熱導体（２１）を前記管路（５）内に取り付けるために、取付けフック（３９）
に掛着される輪（３７）が、前記発熱導体（２１）に取り付けられている、請求項１から
３までのいずれか１項記載の管路。
【請求項８】
　前記管路（５）は、内側に位置する管を有し、該内側に位置する管を溶融塩が貫流する
ようになっている、請求項１から７までのいずれか１項記載の管路。
【請求項９】
　前記発熱導体（２１）は、複数の発熱導体セグメントに分割されており、各発熱導体セ
グメントは、低電気抵抗で接続されている、請求項１から８までのいずれか１項記載の管
路。
【請求項１０】
　前記管路（５）は、個々のセグメント（５１）に分割されている、請求項１から９まで
のいずれか１項記載の管路。
【請求項１１】
　前記発熱導体セグメントの長さは、前記管路（５）の単数又は複数のセグメント（５１
）の長さに相当する、請求項９及び１０記載の管路。
【請求項１２】
　前記管路（５）は、パラボリックトラフ型ソーラーパワープラントのソーラーフィール
ド（１）内の管路である、請求項１から１１までのいずれか１項記載の管路。
【請求項１３】
　流れを変向する曲がり管（４５）が、前記管路（５）の方向で延長されるそれぞれ１つ
の管路区分（４７）を有し、該管路区分（４７）は、閉鎖部（４９）により閉鎖されてお
り、前記発熱導体（２１）は、前記管路区分（４７）の閉鎖部（４９）を通して案内され
ている、請求項１から１２までのいずれか１項記載の管路。
【請求項１４】
　前記管路区分（４７）の閉鎖部（４９）は、ブラインドフランジとして形成されている
、請求項１３記載の管路。
【請求項１５】
　前記発熱導体（２１）の表面材料は、硝酸塩に対して耐食性の特殊鋼から選択されてい
る、請求項１から１４までのいずれか１項記載の管路。
【請求項１６】
　前記発熱導体（２１）は、絶縁されずに前記管路内を案内される、請求項１から１５ま
でのいずれか１項記載の管路。
【請求項１７】
　前記発熱導体（２１）は、導電性のよい材料で満たされた複数の管から製造されている
、請求項１６記載の管路。
【請求項１８】
　ソーラーパワープラントであって、請求項１から１７までのいずれか１項記載の少なく
とも１つの管路を備え、硝酸ナトリウムの割合が少なくとも６０質量％である硝酸ナトリ
ウムと硝酸カリウムとを含む溶融塩が、熱媒体として使用されることを特徴とする、ソー
ラーパワープラント。
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